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Ono’s Desk 

新しき願いもありて今朝の春（漱石） 

                                                           

1 月・2月の主な行事予定 

1 月 5日（月） 仕事始め式 

   17日（土）～ 大学入試センター試験（～18日） 

   21日（水） 入試業務説明会 熊本会場（試験監督者対象） 

   21日（水）～ 大学院・修士学位論文発表会（～22日） 

   22日（木） 入試業務説明会 地方会場（地方会場担当者対象） 

   23日（金） 入試業務説明会 熊本会場（試験監督者以外の担当者対象） 

  27日（火）～ 後期定期試験（～2月 5日） 

2 月 4日（水） 一般入学試験（本学・地方会場） 

   6日（金）～ 学友会主催リーダーズ研修会（～7日） 

   12日（木） 看護学科キャリア教育セミナー 九州内施設 

  13日（金） 一般入試・センター利用（前期日程）試験合格発表 

看護学科キャリア教育セミナー 九州外施設 

   14日（土） 卒業 1年目同期会「久しぶり、元気かい（会）」 

ホテルニューオータニ 

   23日（月） 利益相反に関する研修会 

     25日（水） 認定看護師教育課程（脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護）修了式 

   28日（土） 医学検査学科同窓会・講演会 森都心プラザ 

 

仕事始め式 船津理事長挨拶より 

明けましておめでとうございます。正月休みはゆっくりされましたでしょうか。分

かっているのですが、私は、あれこれでなんとなく慌ただしく過ぎてしまいました。 

 さて、平成 27 年、2015 年が明けました。いわゆる戦後 70 年目を迎えます。節目

の年であり、色々な方々が諸々おっしゃられています。300万人以上の戦死者を出し、

国は荒廃した中、この 70年間は、国の基本という、政治、経済、外交安全保障の内、

外交安全保障は米国頼み、政治は経済に重点を置く中で、この 50 年間で困難を乗り

越えて米国に追いつけと No.2 の GDP を達する経済力を持つことになり、豊かにな

りました。ところが、バブル崩壊後、グローバル化に経済も政治も混迷し、ここ 15

～20年、デフレ、GDPの成長なし。今日、何とか政治が安定し、先ずデフレ経済の

立て直しができるか、ここ 1～2年が正念場だと言われています。 

 一方、大学の環境はどうか。残念ながらここ 3 年位は現状が続き、それ以降は 18

歳人口が減少し、激しさが増すと思います。単純に言えば、特に私大にとっては、環

境条件は良くなる方向ではないですね。幸いそのようになる前に、この 10 年間で

1,600 名に近い大学となり、大学としてのベースは何とかできたと思っています。保

健医療という分野で、何とか個性を発揮すると同時に、できればもう一つ新しい学科

を新設できないか探索中です。良いアイディアをいただきたい。 

 尚、今後も質向上、安全で良い大学だと言う為にも西里駅に向かう土地を求める努

力をやっている所です。 

 ところで、年が明けて、この大学にとって重要なことは、この 1～3 月、特にこの

1～2月であります。4年生の国家試験に向けて最後の追い込みの最中です。体調管理

も含め、100%合格に向かって、先生方、職員の支援を宜しくお願い致します。 

 

平成 27年の新年 1月 5日、門松のめでたい迎えがあり、本学の仕事が始まった。理事長

の年頭の挨拶を拝聴しながら、小職も学長の任務 3ヶ月足らずとなり、来し方を思い出して

いた。そして、ともかく最後まで無事にお勤めを果たしたいと思った。 

これからの本学の隆昌を願いながら、表題の漱石の句が思い浮んだ。 

教職員皆様の、それぞれの新年の願いが適いますように！ 

 

事業計画及び予算申請書提出締切 

◆平成 27年度事業計画 

提出締切日：1月 26日（月）  提出先：企画課 

◆平成 27年度予算申請書 

提出締切日：1月 30日（金）  提出先：経理課 
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国家試験激励会 

12 月 15 日（月）、毎年恒例になっており

ます大畑誠也先生（九州ルーテル学院大学客

員教授）による国家試験激励会を行いまし

た。大畑先生の元気溢れる激励により、触発

された学生たちの目の色が変わっていまし 

 

  

選挙 

任期満了に伴う「大学院研究科長・学科

長・共通教育センター長・専攻長」の選考を

以下の日程で行います。 

選挙投票：平成 27年 1月 21日（水） 

12:00～13:00 

※不在者投票：平成 27年 1月 19日（月） 

12:00～13:00 

 

た。受験生全

員の合格を

願っており

ます！（文

責：佐藤学務

課長） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

慢性心不全の教員について 

  

 

 高齢化社会が進む中、心疾患を持つ人の割合
は増えています。患者様一人ひとりに合わせ

たケアが必要になるでしょう。これから認定

看護師を目指す方々のサポートをしていき

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

松林 利江 

 

私の秘話ヒストリー 

今回は、石原センター長に投稿していただきました。 

 

石原義光は今から 44 年前の 1970 年にアフガニスタンのバーミヤンに

いました。ここは 53ｍの磨崖仏で有名であったところで、西暦 630 年に

玄奘三蔵法師がこの地を訪れた時には数千人の学僧が仏の教えを学んで

いたところです。今日ではこの地の人々は全て回教徒となっています。数

年前この 53ｍの磨崖仏がタリバンに依って爆破されたことも記憶に新し

いことと思います。石原はこの磨崖仏見たさにここへ行ったのです。冬の

寒い時に、地元の人しか乗らないボンネットバスに乗って、カブールから

12時間ぐらいかかりました。元気でしたね。 

 私が行った真冬のバーミヤンは空の青、土の茶色、雪の白の３色しかな

い谷間の村でしたが、数千年に亘って人と文化や文明が行きかい、戦いが

あり、平和があり、人の営みが繰り返されたところであることを思うと自

分の存在が小さくなると同時に自然法爾であることを感じる時間と空間

でした。地元の子供と遊んだり、警察官と共に写真を撮ったり、磨崖仏の

頭の上に乗って写真を撮ったりなど自由な時間を過ごしていました。 

 私が帰国したのちにソ連がアフガン侵攻を行なったのですから随分昔

の話です。しかし、覚えているものですね。ではさようなら。（文責：石

原就職支援センター長） 

 

のんびり体操 

 

温まり柔軟な体になっていました。次回は、今年度最後の教室（ダイエット

教室）です。運動不足とストレス解消のために、みなさん参加してみません

か？（文責：衛生委員会事務局） 

 

 

ピア・サポート養成講座 

 

くれた 4 年生 21 名へ感謝のセレモニーを行い、感謝

状と記念品を贈呈し、後輩ピア・サポーター代表から

感謝の言葉が述べられました。4年生はピア・サポー

ター第 1期生として、本学でのピア・サポート活動の

基盤作りに大きく貢献してくれた皆さんでした。その

後の養成講座では、新規と継続のピア・サポーターに

わかれ、新規講座ではピア・サポーターの役割や制度、

本学での学生生活に欠かせない用語や体制について

学び、実際の相談場面を想定したロールプレイング等

が実施されました。学んだ知識・技術を活かした今後

の活動に期待しています。（文責：学務課） 

 

国家試験日と合格発表日 

国家試験名 試験日 合格発表日 

臨床検査技師 平成 27年 2月 25日（水） 平成27年3月30日（月） 

理学・作業療法士 平成 27年 3月 １日（日） 平成27年3月30日（月） 

言語聴覚士 平成 27年 2月 21日（土） 平成27年3月27日（金） 

看護師 平成 27年 2月 22日（日） 平成27年3月25日（水） 

保健師 平成 27年 2月 20日（金） 平成27年3月25日（水） 

助産師 平成 27年 2月 19日（木） 平成27年3月25日（水） 

 

平成 26年度防災訓練 

本年の防災訓練を、1号館と図書館を対象として 12

月 15 日（月曜日）に実施しました。中央消防署指導

課 3 名の指導員の協力の下、教職員 58 名、学生 240

名が参加し、11：40 の地震発生を合図に訓練が開始

されました。地震ではオープンスペース C 及び保健

室横、1200 講義室の出口 3 ヵ所が倒壊、その後オー

プンスペース A からの出火という複雑なケースでし

たが、1号館・図書館の地区隊と総務部本隊との連携

も良く、全員素早くグラウンドに避難し、12:45に訓

練は無事終了しました。やはり、訓練回数を増す毎に

成果が表れており、来年度の 3号館を対象とした訓練

では、更なる成果を期待したいと思います。（文責：

三牧総務課長） 

 

 

全国保健師教育機関協議会九州ブロック研修会 

  

るミニマム・リクワイアメンツの活用」（岡山大学教授岡本玲子先生）、「新カ

リキュラムに対応した臨地実習の内容と体制のあり方」（福岡県糸島保健福祉

事務所副所長鎌田久美子氏）で、質の高い実習を目指し、保健師養成校と行

政の協働の必要性が再確認されました。（文責：看護学科 香山教授） 

 

12 月 19 日（金）に全国保健師

教育機関協議会九州ブロック研修

会が本学で開催されました。参加

者は九州ブロック会員（13 大学

18 名）、熊本県庁・県内保健所保

健師（7名）、県内市町村保健師（17

名）の 42名の参加でした。 

研修内容は「保健師教育におけ 

12月 16日（火）に衛生委員会によっ

て企画された日赤健康管理センターと

の共同企画、「健康づくり教室」の第 3

回目「のんびり体操」を、本学教職員の

希望者を対象として実施しました。 

日頃使っていない筋肉を伸ばし、冷え

切って硬かった体も最後にはぽかぽか 
平成 26 年 12 月 6 日

（土）に第 6回ピア・サ

ポート養成講座を開催

しました。講座開始前に

は、ピア・サポーターと

してこれまで活動して 


